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○○建築設計事務所 

・添付する図書及び明示すべき事項は、施行規則第１条の３の各表で規定されています。 

・添付図書及び明示すべき事項については、ひとつの図書にまとめて記載したり、他の図書の記

載することができます。 

（ひとつの図面に記載すると図面が煩雑になり見づらいこともあるので、適宜別図や凡例等で

表記する等、誰が見ても見やすい図書とすることが望まれます。） 

・明示すべき事項に規定されていない事項でも、必要な事項は適宜明示する必要があります。 

  例）小屋裏物置等の面積・最高の内法高さ、バルコニーの開放部分の寸法等 

・具体的な数値や図の替わりに、建築基準関係規定に適合することが明らかである旨を表した簡

便な記載によることも可能です。    

記入例）前面道路幅員 30ｍ、適用距離２５ｍのため道路斜線制限に適合 等 

・確認申請前に確認申請書及び添付図書等の記載内容の整合性を確認してください。 

（確認の特例について） 

・認定型式部材等を有する建築物や、法第６条第１項第４号に規定する建築物で建築士によるもの

は、確認の特例により、令第１０条各号の規定の審査が省略され、施行規則第１条の３第５項に

よりそれぞれの規定にかかる図書の添付や明示は要しません。 

（ただし、どこまで省略できるかは、それぞれの条文と規則を照らし合わせる必要があります。） 

・特例部分についても、建築基準法に適合させなければなりません。 
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平面図に寸法記入 

道路境界線前後の 

高低差（道路側の高さ）を明示 

汚水排水経路を明示 

地盤面の高さは建築物

の隅ごとに明示 

配置寸法の記載 

隣地が官地の場合は官民境界線 

道路中心高さ記入 

構造物の構造及び高さを明示 

地盤面の高さは建築物 

の隅ごとに明示 

配置寸法の記載 隣地の高さを明示 

道路種別を明示 

求積図と面積表の値の不整合多い 

ガス設備がある場合、 

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律（液石ガス法）第 38 条の 2 に適合していることを明示 

配置図との整合が分かるよう記載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の図面との不整合多い 

・換気扇の仕様書添付漏れ多い 

  ※仕様書の設計者の記名漏れ多い 

・仕様書との不整合多い 

事前協議の回答書の写しを添付 

（土地開発事前協議書の回答書の写し又は道路の状況及び関係法令に関する調査票の写し） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポーチが１坪以上の場合、屋内的用途の有無を記入 

屋内的用途あり・・・床面積算入 

屋内的用途なし・・・床面積不算入 

室の名称、床面積記入漏れ多い 

火災警報器の設置が不要の居室（非寝室）はその旨明示 

建具の通気（アンダーカット）は全て記載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケラバの出、軒の出記入漏れ、不整合多い 

最高の軒の高さ：登り梁の場合はその上端 

道路斜線制限の検討明示 

明らかに適合している場合もその旨明示 

勾配注意 

建築物の線の誤記、不明瞭な記載多い（外壁、土台水切り、開口部等） 


